
 

地域医療支援病院業務報告書                
令和７年10月３日   

 沖縄県知事 殿 
住 所 沖縄県那覇市泉崎1-2-2 

開設者                              
氏 名 沖縄県病院事業管理者 

病院事業局長 本竹 秀光 

 
  標記について、医療法施行規則第９条の２の規定に基づき、令和６年度の業務に関し

て報告します。 
記 

 
 １ 名 称 

沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 

 ２ 所在地 

沖縄県島尻郡南風原町字新川118-1 

 ３ 病床数 

精 神 感 染 症 結 核 療 養 一 般 合 計 

5床 6床 0床 0床 433床 444床 

 ４ 施設の構造設備 

施設名 設    備    概    要 

集中治療室 

（ＩＣＵ） 

（主な設備）人工呼吸器、体外式ペースメーカー、循環器用超音波診断装置、

超音波診断装置用プローブ、心電図計、連続心拍出量モニター、経皮ペーシン

グ付除細動器、デジタルX線画像診断装置、経腸栄養ポンプ、気管支鏡、ICU顕

微鏡、バイオメディカルフリーザー、解凍装置、ICUセントラルモニター、ICU

ベッド、リフト式体重計、無影灯、自動汚物容器洗浄消毒装置、尿便器保温庫

、救急カート、薬用冷蔵ショーケース 

病床数 １５床 

生化学検査室 （主な設備）血液ガス分析装置、自動分析装置、ビリルビン濃度測定装置、GA

08-HLC723G8(ブリッジタイプ)、自動浸透圧分析装置、薬用ショーケース、ル

ミパルス、アーキテクト 



細菌検査室 

（主な設備）システム生物顕微鏡、安全キャビネット、インキュベーター、ア

イスタット、全自動輸血検査システム、バイオハザード対策用キャビネット、

多本架冷却遠心機、高圧蒸気滅菌装置、軟水装置、全自動血液培養検査装置、

冷蔵庫、落射蛍光顕微鏡、全自動細菌検査システム、薬用冷蔵ケース、ＣＯ２

インキュベーター、恒温器 

病理検査室 

（主な設備）自動上皿天秤、標本棚、標本整理箱、最高級システム顕微鏡、標

本撮影装置、密閉式自動固定包埋装置、システム生物顕微鏡、自動染色装置、

顕微鏡デジタルカメラ、卓上遠心機、ＳＬ医用写真撮影装置、ディスカッショ

ン顕微鏡、パラフィン伸展器、電子天秤、滑走式ミクロトーム、自動封入装置

、光触媒搭載空気清浄機、パラフィンクリーナー、クリオスタット、カトマン

ガートル、病理標本用移動棚、純水製造装置、ティシューテック、デジタル一

眼レフ、実体顕微鏡、正立顕微鏡、デジタルカメラ、カラーＣＣＤカメラシス

テム、回転式ミクロトーム、自動免疫染色装置、集細胞遠心装置、超低温フリ

ーザー 

病理解剖室 
(主な設備） 

解剖台、電動解剖鋸セット、上皿電子天秤 

研究室 （主な設備）電子カルテ端末 

講義室 （主な設備）液晶プロジェクター、電動巻上スクリーン 

室数  ３室（間仕切りあり） 収容定員 100人 

図書室 室数  １室   蔵書数 2,231冊程度 

医学図書（国内 1,400冊、 国外 331冊） 

医学雑誌（国内 19種類、国外 8種類） 

電子カルテ端末 ３台 

救急用又は患者

搬送用自動車 

（主な設備） 
ストレッチャー、ポータブル吸引器、酸素ボンベ 

救急車両保有台数  １台 

医薬品情報 

管理室 

［専用室の場合］床面積 21.6㎡ 

［共用室の場合］（床面積   ㎡）      

             注１ 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器等を記入すること。 
 注２ 前回報告後、施設の構造設備の変更あれば、当該施設に係る建物の平面図を添付

し、その施設を朱書き等により明示すること。 

 



 ５ 紹介患者への医療提供及び他院への患者紹介の実績 

地域医療支援病院紹介率 58.3％ 
算定期間 R6年4月1日～R7年3月31日 

地域医療支援病院逆紹介率 66.6％ 

算出根拠 

Ａ：紹介患者の数 6,765人 

Ｂ：初診患者の数 11,594人 

Ｃ：逆紹介患者の数 7,603人 

 注１ 「地域医療支援病院紹介率」欄は、ＡをＢで除した数に100を乗じて、小数点以

下第１位まで記入すること。 
 注２ 「地域医療支援病院逆紹介率」欄は、ＣをＢで除した数に100を乗じて、小数点

以下第１位まで記入すること。 
 注３ それぞれの患者数については、前年度の延べ数を記入すること。 

 ６ 共同利用の実績（別紙第１） 

 ７ 救急医療の提供の実績 
  (１) 重症救急患者の受入れに対応できる医療従事者の確保状況 

№ 職 種 氏   名 勤務の態様 勤務時間 備   考 

  参照７－⑴ 
常勤   専従 
非常勤  非専従 

  

   
常勤   専従 
非常勤  非専従 

  

  (２) 重症救急患者のための病床の確保状況 

優先的に使用できる病床 38床 

専用病床 12床 

 注 一般病床以外の病床を含む場合は、病床区分ごとに記載すること。 

  (３) 重症救急患者に必要な検査、治療を行うために必要な診療施設の概要 

施  設  名
 

床 面 積
 

設   備   概   要
 

24時間使用 

の可否 

救急処置室 

および入院室 
952.2㎡ 

（主な設備）パルスオキシメーター、心

電図モニター、除細動器、輸液ポンプ、

シリンジポンプ 

可 

ＣＴ撮影室 835.5㎡ 
（主な設備） 

全身用コンピューター断層撮影装置 
可 



ＭＲＩ撮影室 68.9㎡ 
（主な設備） 

磁気共鳴コンピューター断層撮影装置 
可 

心臓血管造影室 
68.9㎡ 

（主な設備） 

心臓血管造影装置 
可 

臨床検査室 
952.2㎡ 

（主な設備） 

超音波検査機器 
可 

ハイブリッド手術室 
87.7㎡ 

（主な設備） 

X線血管撮影装置 
可 

 

 



 

  (４) 備 考 

 救命救急センター 

 小児救命救急センター 

 日本救急医学会救急科専門医指定病院 

 地域災害拠点病院 

 エイズ治療拠点病院 

 臨床研修指定病院（基幹型） 

 更生医療指定病院 

 生保、児童、身体障害者福祉等各法指定病院 

 原爆医療指定病院 

 日本医療機能評価機構認定病院 

 総合周産期母子医療センター 

 小児救急拠点病院 

 へき地医療拠点病院 

 第一種・第二種感染症指定病院 

 看護教育実習指定病院 

 労災指定病院 

 結核予防法指定病院 

 被爆者一般疾病医療機関 

 特定疾患治療研究事業指定医療機関 

 難病指定医療機関 

 指定小児慢性特定疾病医療機関 

 DPC 対象病院（標準病院群） 

 紹介受診重点医療機関 

 

注 特定の診療科において、重症救急患者の受入体制を確保する場合には、その旨を記載

すること。既に、救急病院等を定める省令（昭和39年厚生省令第８号）に基づき都道

府県知事の救急病院の認定を受けている病院、救急医療対策の設備事業について（昭

和52年７月６日付け医発第692号厚生省医務局長通知）に基づき救急医療を実施して

いる病院にあっては、その旨を記載すること。 



  (５) 救急患者の数 

救急用又は患者輸送自動車により搬入し

た救急患者の数 

4,786人 
（2,284人） 

上記以外の救急患者の数 
28,744人 

（2,709人） 

合計 
33,530人 

（4,993人） 

 注 それぞれの患者数については、前年度の延べ数を記入すること。 
   括弧内には、それぞれの患者数のうち入院を要した患者数を記載すること。 

  (６) 救急用又は患者輸送用自動車 

救急用又は患者輸送用自動車 1台 

 ８ 地域の医療従事者の資質の向上を図るための研修の実績（別紙第２） 
 ９ 診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の体系的な管理方法（別紙第３） 
 10 診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法及び閲覧の実績（別紙第

４） 
 11 委員会開催の実績（別紙第５） 
 12 患者相談の実績（別紙第６） 
 13 その他の地域医療支援病院に求められる取組みに関する書類（任意）（別紙第７） 



 
（別紙第１） 

地域医療従事者による診療、研究又は研修のための利用
（共同利用）の実績

 

 １ 共同利用の実績 

１．共同利用を行った医療機関の延べ数     21件  

２．開設者と直接関係の無い医療機関の延べ数   4件  

３．病床の利用率               0％ 

 注 前年度において共同利用を行った実績がある場合において、当該前年度の共同利用

を行った医療機関の延べ数、これらの医療機関のうち開設者と直接関係のない医療機

関の延べ数、共同利用に係る病床の病床利用率を明記すること。 

 ２ 共同利用の範囲等 

・共同利用機器 

 ＣＴ、内視鏡、ホルダー心電図、放射線治療機器、ＲＩ 

1． 共同利用運営委員会規程･･････････････････････参照：別１－２－(１) 
2． 開放型病床利用運用規程･･････････････････････参照：別１－２－(２) 
3． 開放型病床運営要網･･････････････････････････参照：別１－２－(３) 
4． 那覇市、浦添市、南部地区医師会からの覚書････参照：別１－２－(４) 
5． 開放型病床配置図････････････････････････････参照：別１－２－(５) 
 

 注 当該病院の建物の全部若しくは一部、設備、器械又は器具のうち、共同利用を行っ

たものを明記すること。 

 ３ 共同利用の体制 
  (１) 共同利用に関する規定の有無 有・無  
  (２) 利用医師等登録制度の担当者 氏 名：   
                  職 種：  

 注 共同利用に関する規定がある場合には、当該規定の写しを添付すること。 

 ４ 登録医療機関の名簿 

医療機関名 開設者名 住   所 主たる診療科名 
地域医療支援病
院開設者との経
営上の関係 

 
参照：別1-4 

    

 注 当該病院と同一の２次医療圏に所在する医療機関のみ記入すること。 

常時共同利用可能な病床数 5床 



 
（別紙第２） 

地域の医療従事者の資質の向上を図るための研修の実績 

 １ 研修の内容 

市民公開講座（脳卒中）、臨床病理検討会、心不全研修会、出前講座（褥瘡予防及

び対応）、移行期医療支援交流会、HIVカンファレンス、がん看護 等 

 ２ 研修の実績 

(１) 地域の医療従事者への実施回数 21回 

(２) (１)の合計研修者数 671人 

 注１ 研修には、当該病院以外の地域の医療従事者が含まれるものを記入すること。 
 注２ (２)には、前年度の研修生の実数を記入すること。 

 ３ 研修の体制 

  (１) 研修プログラムの有無 有・無  
  (２) 研修委員会設置の有無 有・無  
  (３) 研修指導者 

研修指導者氏名 職 種 診療科 役職等 臨床経験数 特記事項 

参照：別2-3-(3)    
年 

 

    年  

    年  

 注 教育責任者については、特記事項欄にその旨を記載すること。 



 
 ４ 研修実施のための施設及び設備の概要 

施 設 名 床 面 積 設  備  概  要 

研究室 

14.3㎡ 

（主な設備）電子カルテ端末 

講義室 

228.2㎡ 

（主な設備）液晶プロジェクター、電動巻上スクリーン 

室数 ３室（間仕切りあり）  収容定員 100人 

図書室 

300.8㎡ 

（主な設備）室数  １室   蔵書数 2,231冊程度 

医学図書（国内 1,400冊、 国外 331冊） 

医学雑誌（国内 19種類、国外 8種類） 

電子カルテ端末 ３台 



 
（別紙第３） 

診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の
体系的な管理方法

 

管理責任者氏名    

管理担当者氏名    

 

 保管場所 分  類  方  法 

診療に関する諸記録 
 病院日誌、各科診療日誌、処方箋、
手術記録、看護記録、検査所見記
録、エックス線写真、紹介状、退院
した患者に係る入院期間中の診療経
過の要約 

病院情報シ
ステム内 

・主として文字情報な電子カ
ルテ内 
・所見、画像情報はPSCS内 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

共同利用の実績 地域連携室 日付 

救急医療の提供の実績 医事課 日付 

地域の医療従事者の資質の
向上を図るための研修の実
績 

地域連携室 日付 

閲覧実績 医事課 日付 

紹介患者に対する医療提供
及び他の病院又は診療所に
対する患者紹介の実績の数
を明らかにする帳簿 

地域連携室 日付 

 注 「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体と

しての管理方法の概略を記入すること。 



 
（別紙第４） 

診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の
閲覧方法及び閲覧の実績

 

閲 覧 責 任 者 氏 名    

閲 覧 担 当 者 氏 名    

閲覧の求めに応じる場所 医事課 診療録管理室 

閲覧の手続の概要 

 

「診療情報管理規則」に基づき実施している。 

 

前年度の総閲覧件数 1件 

閲 覧 者 別 

医 師 1件 

歯 科 医 師 0件 

地方公共団体 0件 

そ の 他 0件 

 



 
（別紙第５） 

委 員 会 開 催 の 実 績                

委員会の開催回数 ４回  

委員会における議論の概要 

1.地域医療支援の実績報告について 

・救急医療の提供に関すること 

・紹介患者に対する医療の提供に関すること 

・手術件数に関すること 

・その他 

 

2.トピック 

・簡易懸濁法について 

・救急科新部長就任あいさつ 

・ハートチームの取り組みとこれから 

・脳卒中集中治療室（SCU）拡大～これまでの実績と今後の展望 

 

3.質疑応答、意見交換 

 注 委員会の開催回数及び議論の概要については、前年度のものを記載すること。 



 
（別紙第６） 

患 者 相 談 の 実 績                

患者相談を行う場所 

相談窓口・相談室・ 

その他（地域医療連携室   ） 

主として患者相談を行った者 

（複数回答可） 

看護師：  
      
医療SW：

 
 

  

患者相談件数 10,982件 

患者相談の概要 

【地域連携室・相談室】 

・退院調整       3,879件    ・制度サービス案内 1,283件 

・経済問題         200件    ・心理            457件 

・受診調整        3,597件    ・社会的問題       1,088件 

・虐待・ＤＶ      141件    ・通告関係         9件 

・社会復帰調整       115件    ・その他        27件 

 

 

【相談窓口】 

・疾病に関すること    13件  ・入院上の不安に関すること  4件 

・生活に関すること   15件  ・職員に関すること     30件 

・施設に関すること   13件  ・治療費に関すること    18件 

・受診相談       35件  ・その他            58件 

注 患者相談の概要については、相談内容を適切に分類し記載するとともに、相談に基

づき講じた対策等があれば併せて記載すること。また、個人が特定されないよう配慮する

こと。 



 
（別紙第７） 

その他の地域医療支援病院に求められる取組みに
関する書類（任意）

 

 １ 病院の機能に関する第三者による評価 

病院の機能に関する第三者による評価の有無 有・無 

・評価を行った機関名、評価を受けた時期 

・日本医療機能評価機構 機能種別版評価項目３rdG：Ver3.0 

評価認定日：2025年2月7日 

・主たる機能：一般病院２ 

初回認定日：2009年3月16日  認定２回目交付日：2014年10月1日  注 医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評

価があること。 

 ２ 果たしている役割に関する情報発信  

果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

・情報発信の方法、内容等の概要 

 ・ホームページ 

・広報誌：地域医療連携室より「地域医療連携だより」を年４回程度発行。県内

医療機関へ郵送及び当院ホームページ上へ掲載。 

(URL：https://nanbuweb.hosp.pref.okinawa.jp/) 

 ３ 退院調整部門 

退院調整部門の有無 有・無 

・退院調整部門の概要 

地域医療連携室と入退院支援室で、入院前から入院患者のこれまでの暮らしを知

り、患者の退院困難な要因を洗い出し、家族と相談し退院環境の準備を整える相談

業務を担っており、不安なく退院ができるよう支援を行っている。 

 ４ 地域連携を促進するための取組み 

地域連携クリティカルパスの策定 有・無 

・策定した地域連携クリティカルパスの種類・内容 

 脳卒中連携パス 

 

・地域連携クリティカルパスを普及させるための取組み 

脳卒中連携パスに関しては、沖縄県医師会の運用に準じて推進している。 

  












